
 

 

事後評価結果（平成１８年度）
担 当 課：東北地方整備局道路計画第一課
担当課長名：松本 健

事業名 一般国道108号 小牛田バイパス 事業 一般国道 事業 国土交通省こ ご た

区分 主体 東北地方整備局
起終点 自：宮城県遠田郡美里町南小牛田字谷地中 延長

と お だ み さ と ま ち み な み こ ご た あ ざ や ち な か

至：宮城県遠田郡美里町北浦字蛇沼
４．３kmと お だ み さ と ま ち き た うらあ ざじゃぬ ま

事業概要
一般国道108号は、宮城県石巻市と秋田県由利本荘市を結び広域交流の支援並びに沿線市町村の連携強化
を図る幹線道路である。小牛田バイパスは昭和59年より事業着手し、平成8年8月には (主)鹿島台高清水線
から蛇沼までの2.7kmについて部分供用し、平成13年8月に残りの1.6kmを供用した、延長4.3kmの道路(暫定
２車線)である。
事業の目的・必要性
整備前の国道108号の美里町南小牛田字谷地中から美里町北浦字蛇沼に至る区間は、道路幅員が狭い上に、
直角に曲がるクランクが２つ存在するため、従来から交通の隘路となっていた。
小牛田バイパスは、これらの道路交通における諸問題を解消し、「交通混雑の緩和」、「交通安全の確保」、「沿
道環境の改善」を目的としたものである。
事業概要図
【概要図】
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小牛田バイパス=4.3km
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事業期間 事業 化 年 度 S59年度 用 地 着 手 S62年度 供用年 (当初) H13 /－ 変
事 都 市 計 画 決 定 S58年度 工 事 着 手 H4年度 (暫定/完成) (実績) H13 / － 動 1.00倍
業 事業費 計画時 (名目値) 66億円/－ 実 績 (名目値) 66億円/－ 変
の （暫定/完成) (実質値) 67億円/－ (暫定/完成) (実質値) 67億円/－ 動 1.0倍
効 交通量 計画時 －/17,400台/日（H32）実 績 13,236台/日（H17） 変 －
果 (当該路線) （暫定/完成) (暫定/完成) 動
等 旅行速度向上 20.8 → 39.6 km/h 交通事故減少 222.5 → 20.7 件/億台キロ

(供用前現道→当該路線) (供用直前年次) H6 年度 (供用後年次) H17 年度 (供用前現道→供用後現道) (供用直前年次)H10～H12年度 (供用後年次)H14～H16年度
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 － 総便益 －億円 基準年
分 析 結果 事 業 費： － 走行時間短縮便益： －
（当初） － 維持管理費： － 走行経費減少便益： － －

交通事故減少便益： －
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 122億円 総便益 273億円 基準年
分 析 結果 事 業 費： 93億円 走行時間短縮便益： 250億円 平成１８年
（事後） 2.2 維持管理費： 29億円 走行経費減少便益： 20億円

交通事故減少便益： 3億円
事業遅延によるコスト増 費用増加額 便益減少額

0億円 0億円
事業遅延の理由
特になし。
客観的評価指標に対応する事後評価項目
1.活力
（１）円滑なモビリティの確保
①交通量の転換
バイパスの整備により、断面交通量の約９割がバイパスへ転換
・小牛田バイパス整備前の旧道の交通量は10,032台/12hであるが、バイパス整備後の交通量は
1,706台/12hに減少。（小牛田バイパスの交通量は12,734台/12h）
・バイパスと旧道との分担率をみると、約９割がバイパスへ転換している。
②旅行速度の改善
平均旅行速度は18.8km/h上昇、混雑度は低下（1.83→0.97）
・小牛田バイパスの整備により、混雑度は1.83から0.97と低下した。
・小牛田バイパスの旅行速度は整備前20.8km/hから整備後は39.6km/hへと18.8km/h大幅に向上し
た。
③年間渋滞損失時間及び削減率
渋滞損失時間（人・時間）が約３割削減
・未整備時の渋滞損失時間：51.0万人・時間／年（H6）
・整備時の渋滞損失時間：34.1万人・時間／年（H17）
・渋滞損失時間削減率：約３割削減
（２）国土・地域ネットワークの構築
①大型車すれ違い困難箇所の解消
大型車がすれ違える幅員を確保
・旧道は2カ所のクランクがあり、大型車がすれ違うことが困難であった。
・小牛田バイパスの整備により、大型車は幅員の広いバイパスへ転換した。
２．安全
（１）安全な生活環境の確保
①交通事故の減少
・整備後の死傷事故件数が16.0件／年から14.2件／年に減少。
・地域住民からも交通安全が向上したという意見があがっている。
（２）災害への備え
①緊急輸送道路ネットワーク計画、宮城県地域防災計画に位置付けあり
・緊急輸送道路ネットワーク計画（H8.12）において第１次緊急輸送路として指定している。
・宮城県地域防災計画（H16.6）において緊急輸送道路として指定している。



３．環境
（１）地球環境の保全
①CO2排出量の削減
・CO2排出量 2,162.3千t-CO2/年 → 2,160.4千 t-CO2/年
・削減量 1,878tCO2/年は、118万円/年に相当（試算値）
②沿道騒音の低減
・小牛田バイパス供用前の旧道では大型車の交通量が多く、騒音に係わる環境基準が達成されてい
なかったが、小牛田バイパスの供用後は交通量が減り、騒音に係わる環境基準は昼夜共に満足し
ている。
【昼間】供用前(実測)：72dB → 供用後(実測)：68dB
【夜間】供用前(実測)：62dB → 供用後(実測)：61dB
「環境基準」昼間70dB、夜間65dB

・地域住民アンケートからも旧道の騒音が小さくなったとの意見が約６割あがっている。
その他評価すべきと判断した項目
特になし

事 環境影響評価に対応する項目
業 ・環境影響評価は実施していない。
に
よ
る
環
境
変 その他評価すべきと判断した項目
化 ・CO2の削減と交通騒音の低減が図られている。
事業を巡る社会経済情勢等の変化
・特になし
今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性
・事業化当初の目的である「交通混雑の緩和」、「交通安全の確保」、「沿道環境の改善」が図れているため、
改善措置及び今後の事業評価は必要としない。
計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性
・特になし

特記事項

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


